
会
　
　
魯

　
平
成
五
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
B

（
火
）
午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
高
橋
　
正
、
竺
沙
雅
章

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

文
学
空
間
に
お
け
る
都
市

　
一
「
上
海
一
九
四
四
」
を

　
　
　
　
　
　
　
中
心
と
し
て
i

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
正
氏

軸
元
文
化
の
北
流

竺
沙
雅
章
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開

催
さ
れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会

に
お
い
て
、
平
成
五
年
度
会
務
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

文
学
空
間
に
お
け
る
都
市

　
一
「
上
海
一
九
四
四
」
を

　
　
　
　
　
　
　
中
心
と
し
て
i

高
　
　
橋

正

　
一
九
四
四
年
の
上
海
で
の
体
験
に
基
づ
い
て
著

わ
さ
れ
た
武
田
泰
淳
の
『
上
海
の
螢
』
と
『
月
光

都
市
』
を
対
象
と
し
て
、
彼
の
描
く
上
海
の
イ
メ

ー
ジ
と
敗
戦
幸
島
の
上
海
を
舞
台
と
し
た
同
氏
の

『
簸
の
す
え
』
に
お
け
る
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
対

比
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら
三
作
品
に

示
さ
れ
た
「
場
所
」
を
拾
い
上
げ
た
が
、
特
に

『
上
海
の
螢
』
に
関
し
て
は
主
要
「
人
物
名
」
を

取
り
憂
し
両
老
の
関
係
か
ら
「
場
所
」
の
も
つ
意

味
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。

　
『
上
海
の
螢
』
は
武
田
が
、
一
九
四
四
年
六
月

上
海
で
就
職
し
た
「
東
方
文
化
協
会
」
（
実
は
「
中

β
文
化
協
会
」
）
を
舞
台
と
し
、
こ
こ
に
在
職
す
る

　
　
　
ツ
お
オ
デ
イ
シ
イ
サ
ソ

「
理
事
長
小
田
先
生
」
（
林
広
吉
）
、
日
本
側
理
事

　
　
　
　
　
お
た
け

「
O
博
士
し
（
小
竹
文
夫
）
、
中
国
側
理
事
「
T
氏
」

（
陶
晶
孫
、
上
海
霞
農
科
学
研
・
郭
沫
若
義
弟
）
。

　
　
　
　
い
し
が
み

「
E
氏
」
（
石
上
玄
一
郎
）
、
経
理
の
「
Y
氏
」
（
未

詳
、
乞
教
示
）
と
そ
の
他
の
中
国
人
傭
人
、
さ
ら

に
協
会
を
訪
れ
た
人
々
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ほ
ぼ
時
の
経
過
に
沿
っ
て
述
べ
て
い
る
が
、
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
展
開
は
殆
ど
な
く
、
同
著
者

の
『
風
媒
花
』
（
中
国
文
学
研
究
会
を
回
る
人
々

の
戦
後
の
動
向
を
題
材
と
す
る
）
を
三
島
由
紀
夫

　
　
　
　
　
タ
ペ
ス
ト
リ
じ

が
評
し
た
「
綴
織
風
」
と
も
い
う
べ
き
自
伝
的
小

説
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
島
が
『
風
媒
花
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
中
国
で
あ

る
と
し
た
の
に
準
え
れ
ば
『
上
海
の
螢
』
の
ヒ
ロ

イ
ン
は
ま
さ
に
「
中
日
文
化
協
会
」
で
あ
る
。
こ

の
協
会
の
目
的
は
国
策
に
沿
っ
た
中
日
文
化
交
流

の
推
進
で
あ
る
が
実
際
に
行
な
っ
た
こ
と
は
艮
本

の
本
を
中
国
語
訳
す
る
こ
と
で
武
田
は
こ
の
た
め

に
同
年
会
内
の
「
東
方
編
…
訳
館
」
に
招
か
れ
た
が

翻
訳
さ
れ
た
の
は
僅
か
に
二
冊
（
小
泉
八
雲
『
二

女
の
日
記
』
と
石
原
忍
の
子
供
向
け
科
学
書
）
で

あ
っ
て
、
彼
は
裏
務
筋
で
『
二
十
五
更
』
を
読
む

等
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
他
に
協
会
が
行
っ
た
こ
と
と
し
て
E
氏
が
バ
レ

リ
ー
ナ
ー
の
小
出
牧
正
英
（
当
時
「
バ
レ
エ
・
ル
ッ

　
　
　
　
　
　
ヲ
イ
シ
ヤ
ム
シ
ア
タ
じ

ス
」
所
属
）
の
蘭
心
劇
場
（
現
芸
術
劇
場
）
で
の

バ
レ
エ
公
演
の
援
助
や
国
策
映
画
「
春
江
遺
恨
」

（
邦
名
「
狼
火
は
上
海
に
揚
る
」
）
に
関
す
る
座
談

会
等
で
余
り
見
る
べ
き
仕
事
は
な
か
っ
た
。
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た
だ
同
年
十
一
月
十
ニ
ー
十
四
日
南
京
で
瀾
催

さ
れ
た
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
多
く
文
人

が
来
濾
し
、
そ
の
接
待
が
こ
の
協
会
の
主
な
任
務

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
長
与
善
郎
、
火
野
葦
平
、
阿

部
知
二
、
高
見
順
、
小
林
秀
雄
、
　
（
あ
る
者
は
匿

名
）
等
が
協
会
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
他
「
姓
が

違
う
近
衛
の
実
弟
」
（
水
谷
川
男
爵
）
、
京
大
で
O

氏
の
同
級
生
で
あ
っ
た
外
務
省
の
役
人
や
妻
を
連

れ
た
若
い
男
等
「
必
要
の
な
い
日
本
人
が
突
然
訪

れ
る
」
こ
と
が
多
か
っ
た
。
協
会
は
ま
さ
に
縫
力

の
「
蜜
壷
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
中
日
文
化
協
会
の
成
立
に
つ
い
て
は
霞
下
探
索

中
で
あ
る
が
、
理
事
長
が
近
衛
文
麿
の
ブ
レ
イ
ン

集
団
「
昭
和
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
近
衛
と
の
関
係
も
推
測
さ
れ
、
文
中
で
は

上
海
競
馬
場
の
上
り
で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
の
記

述
も
あ
る
。
ま
た
、
内
山
完
造
の
『
花
甲
録
』
や

『
そ
ん
へ
え
・
お
お
へ
え
』
に
よ
る
と
興
亜
院
か

ら
同
氏
に
協
会
設
立
の
発
起
人
に
な
る
よ
う
依
頼

が
あ
っ
た
が
断
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
興
亜

院
の
肝
煎
り
で
設
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
林
広
吉
は
協
会
設
立
以
前
、
上
海
市
政
研
究
会

（一

緕
l
一
年
六
月
一
日
設
立
、
四
三
年
八
月
十

四
日
解
散
）
の
事
務
総
長
で
あ
っ
た
（
『
上
海
居
留

民
団
三
十
五
周
年
記
念
誌
』
　
二
五
五
－
五
九
頁
V
。

ま
た
、
四
三
年
四
月
一
－
三
日
南
京
で
開
催
さ
れ

た
中
日
文
化
協
会
（
名
誉
理
事
長
愚
稿
銘
主
席
）

第
二
回
全
国
代
表
者
会
議
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ

る
。
林
は
か
つ
て
近
衛
内
閣
の
書
記
官
長
（
第
一

次
）
や
司
法
大
臣
（
第
二
次
）
で
あ
っ
た
風
見
章

（
林
と
同
じ
信
濃
毎
日
・
朝
日
新
聞
社
）
の
下
に

あ
り
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
に
傾
斜
し
た
こ
と
と
あ

っ
て
上
海
行
き
が
一
種
の
逃
避
行
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
が
武
田
や
石
上
に
も
同
様
な
事
情
が
あ

り
協
会
は
権
力
の
傘
の
下
で
の
ア
ジ
ー
ル
の
役
割

を
果
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
上
海
市
政

研
究
会
編
『
上
海
の
文
化
』
に
、
四
三
年
秋
、
中

　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

日
文
化
協
会
が
解
組
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
、

こ
の
頃
林
を
中
心
と
す
る
協
会
の
体
制
が
確
立
し

た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
中
事
文
化
協
会
は
、
嘱
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
ア
ヴ

ニ
ュ
・
ア
ル
ベ
ー
ル
（
亜
瀬
々
路
、
現
陳
西
南
路
）

と
ア
ヴ
ニ
ュ
・
フ
ォ
ッ
シ
ュ
（
霞
飛
路
、
現
延
買

中
路
）
の
交
差
点
を
少
し
南
に
行
っ
た
右
手
に
あ

る
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
に
出
て
き
そ
う
な
ノ

ル
ウ
ェ
ー
風
の
豪
邸
（
現
共
産
主
義
青
年
団
）
に

あ
り
、
「
フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
陶
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
旧
上
海
県
城
（
旧

市
街
）
と
は
勿
論
、
バ
ン
ド
附
近
の
旧
イ
ギ
リ
ス

租
界
や
俗
称
日
本
租
界
（
虹
口
、
旧
ア
メ
リ
カ
租

界
の
一
部
、
呉
馬
路
・
北
四
川
路
付
近
）
と
大
変

違
っ
た
町
並
と
ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ア
を
有
し
て
い
た
。

　
『
月
光
都
市
』
と
『
上
海
の
螢
』
に
描
か
れ
た

上
海
の
イ
メ
ー
ジ
は
殆
ど
旧
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
そ

れ
に
限
ら
れ
、
敗
戦
後
引
揚
げ
を
ひ
か
え
て
の
日

僑
集
中
地
区
、
虹
口
で
の
生
活
を
題
材
と
し
た

『
蝦
の
す
え
』
の
描
く
上
海
と
は
、
権
力
の
逆
転

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
当
然
と
は
い
え
大
い
に
異

な
っ
て
い
る
。

宋
元
文
化
の
北
流

竺
　
沙
　
雅
章

　
遼
・
金
を
含
め
て
宋
元
時
代
の
華
北
文
化
は
、

江
南
に
く
ら
べ
て
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

そ
の
第
一
の
理
由
は
史
料
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

仏
教
文
化
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
時
の
仏
教
史
籍

が
す
べ
て
江
南
で
編
纂
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

華
北
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
わ

が
国
と
の
文
化
交
流
も
江
南
地
方
が
主
で
あ
っ
た

の
で
、
例
え
ば
大
蔵
経
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
華

北
の
仏
教
文
物
で
わ
が
国
に
伝
来
し
遺
存
し
て
い

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

華
北
仏
教
に
対
す
る
関
心
は
薄
く
、
し
た
が
っ
て

研
究
成
果
も
乏
し
い
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
遼
・
金
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・
元
代
の
仏
教
文
物
の
発
見
と
整
理
と
が
さ
か
ん

に
行
わ
れ
、
不
明
で
あ
っ
た
華
北
文
化
に
光
が
あ

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
わ
が
国
で
は
、

ま
だ
あ
ま
り
筆
墨
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
新
出
資

料
の
現
状
に
つ
い
て
概
略
紹
介
し
、
そ
の
な
か
で

注
目
さ
れ
る
二
、
竺
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み

よ
う
と
懇
う
。

　
第
一
は
、
房
山
石
経
の
調
査
で
あ
る
。
階
の
僧

静
碗
が
発
願
し
て
始
め
ら
れ
た
、
北
京
の
西
南
郊

に
あ
る
房
山
の
刻
経
事
業
に
つ
い
て
は
、
碑
記
等

に
よ
っ
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
石
室
に

封
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
石
経
そ
の
も
の
を
み
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
、
一
九
五
六
年
か
ら
中
国
仏

教
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
石
経
の
全
面
的
な
調
査

整
理
が
行
わ
れ
、
と
く
に
一
九
五
七
年
に
は
、
南

塔
近
く
の
地
下
に
封
蔵
さ
れ
て
い
た
遼
金
の
石
経

を
発
掘
し
、
す
べ
て
の
石
経
の
掘
本
が
と
ら
れ
た
。

そ
の
調
査
報
告
と
し
て
『
立
山
雲
居
寺
石
経
』
が

出
版
さ
れ
、
『
房
山
石
経
。
遼
金
刻
経
』
が
現
在

刊
行
中
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
集
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
房
山
石
経
を
漢
訳
仏
典
の
一
テ
キ
ス
ト

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

第
二
は
、
一
九
七
四
年
に
山
西
応
県
の
仏
宮
寺

木
鐸
第
四
層
に
安
置
さ
れ
た
釈
蓮
像
胎
内
か
ら
、

悪
感
の
文
物
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
初

の
報
告
は
『
文
物
』
一
九
八
二
年
六
期
に
載
り
、

一
九
九
一
年
に
は
、
発
見
文
物
す
ぺ
て
の
図
版
を

収
め
た
大
型
の
図
録
『
出
盛
木
精
遼
代
秘
蔵
』
（
以

下
『
秘
蔵
』
）
が
出
版
に
な
っ
た
。
発
見
文
物
は
総

計
一
六
〇
件
、
そ
の
な
か
に
は
『
契
丹
蔵
』
零
巻

を
含
む
木
版
仏
典
四
七
巻
、
写
経
八
巻
、
『
蒙
求
』

を
は
じ
め
と
す
る
雑
刻
・
雑
魚
二
八
件
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
遼
代
仏
教
に
貴
重
な
史
料
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
文
化
史
に
と
っ
て
も
極

め
て
盧
要
な
発
見
で
あ
っ
て
、
中
国
の
学
者
の
な

か
に
は
、
こ
れ
は
敦
煙
文
献
の
発
見
に
も
比
す
べ

き
も
の
だ
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
遼

代
の
木
版
本
が
多
数
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
筆

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
、
遼
代
版
本
は
一

点
も
遺
存
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
発
見
に
よ

っ
て
、
～
○
・
一
一
世
紀
の
十
代
で
も
印
刷
術
が

発
達
し
、
と
く
に
燕
京
、
今
の
北
京
に
は
民
間
の

出
版
業
者
が
い
て
暦
や
仏
典
を
開
版
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
印
刷
文

化
史
に
漸
た
な
～
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
『
金
蔵
』
の
影
印
娼
版
で
あ
る
。
こ

の
刊
刻
の
大
蔵
経
は
、
一
九
三
三
年
に
山
西
趙
城

県
広
勝
寺
で
発
見
さ
れ
て
、
学
界
の
注
目
を
集
め

た
。
そ
の
な
か
の
古
逸
仏
典
は
『
影
印
宋
蔵
遺
芳
』

と
し
て
逸
早
く
影
印
出
版
さ
れ
た
が
、
蔵
経
自
体

は
影
印
さ
れ
な
か
っ
た
。
現
在
、
こ
の
蔵
経
は
北

京
図
書
館
に
あ
っ
て
整
理
が
進
め
ら
れ
、
刊
行
中

の
『
中
華
大
蔵
経
』
は
こ
れ
を
主
体
に
影
印
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
出
版
が
完
成
す
れ
ば
、
現
存

す
る
『
金
蔵
』
の
全
容
を
坐
ら
に
し
て
み
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
、
漢
訳
仏
典
の
版
本
研
究
に
資

す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
そ
も
そ
も
『
金
蔵
』
は
、

尼
の
崔
貰
取
の
発
願
に
か
か
り
、
解
州
天
寧
善
を

中
心
に
し
て
、
山
西
南
部
の
大
戸
・
農
民
た
ち
の

出
資
に
よ
っ
て
離
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
．
そ
の

完
成
後
、
版
木
は
燕
京
に
運
ば
れ
、
弘
法
寺
経
蔵

に
置
か
れ
て
、
元
初
ま
で
印
刷
と
版
木
の
修
補
が

重
ね
ら
れ
た
。
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、
至
元
の

『
弘
法
蔵
』
は
『
金
蔵
』
の
修
補
本
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
の
薩
迦

北
寺
で
、
五
五
五
巻
に
の
ぼ
る
『
金
蔵
』
の
一
二

五
六
年
以
前
補
離
本
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

印
刷
の
の
ち
燕
京
の
大
宝
集
寺
に
安
置
さ
れ
た
も

の
な
の
で
、
大
宝
集
寺
本
と
よ
ば
れ
る
。

　
第
四
は
、
元
代
の
官
版
蔵
経
零
墨
の
発
見
で
あ

る
。
君
の
『
金
蔵
』
大
宝
集
魚
本
の
ほ
か
、
雲
南

畷
書
館
で
官
版
大
蔵
経
零
本
三
二
巻
が
発
見
さ
れ
、

ま
た
北
京
市
内
の
智
遠
寺
で
も
延
祐
年
間
刊
刻
の

蔵
経
零
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
従
来
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全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
蔵
経
で
あ
り
、
今
後
の
研

究
が
待
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
新
出
文
物
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
中
国

の
学
界
で
注
目
を
集
め
た
の
は
、
幻
の
大
蔵
経
と

さ
れ
て
き
た
『
契
丹
蔵
』
の
経
巻
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
蔵
経
に
つ
い
て
は
従
来
、

文
献
史
料
か
ら
興
亡
朝
よ
り
道
宗
朝
に
か
け
て
離

造
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
党

木
搭
か
ら
発
見
さ
れ
た
説
経
中
に
は
、
蔵
経
本
の

指
標
と
さ
れ
る
千
字
文
峡
部
を
付
し
た
経
典
が
一

ご
巻
あ
り
、
そ
の
う
ち
『
称
讃
大
乗
功
徳
経
』
に

は
温
和
二
十
一
年
（
一
〇
〇
三
）
の
諸
藩
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
ご
一
巻
は
す
べ
て
『
契
丹

蔵
』
零
本
で
あ
り
、
こ
の
蔵
経
は
旧
説
よ
り
も
畢

く
、
聖
宗
朝
に
離
造
さ
れ
た
と
す
る
新
説
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
異
論
が
出

て
一
部
修
正
さ
れ
た
が
、
決
定
版
と
も
い
う
べ
き

『
秘
蔵
』
解
説
で
も
『
契
丹
蔵
』
本
は
一
二
巻
で

聖
宗
朝
の
雛
造
と
し
て
い
る
。
し
か
し
『
秘
蔵
』

に
収
め
る
こ
れ
ら
の
経
巻
を
よ
く
み
る
と
、
一
二

巻
の
版
式
は
一
様
で
は
な
い
。
明
ら
か
に
蔵
経
本

と
み
ら
れ
る
の
は
『
中
阿
五
経
』
等
七
巻
で
あ
っ

て
、
他
の
五
巻
は
、
右
の
『
称
讃
大
乗
功
徳
経
』

を
含
め
て
、
蔵
経
本
か
ど
う
か
決
め
か
ね
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
碑
記
等
に
、
聖
宗
朝
雛
造
を
裏
付

け
る
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
契

丹
蔵
』
の
離
造
年
代
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
無
難
版
蔵
経
の
版
本
系
統
に
三
類

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
述
べ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
説

明
し
な
い
。
た
だ
第
一
類
『
開
宝
蔵
』
系
は
『
金

蔵
』
か
ら
元
代
の
『
弘
法
蔵
』
さ
ら
に
『
延
祐
蔵
』

へ
と
継
承
さ
れ
、
第
二
類
『
契
丹
帥
威
』
は
一
房
山
石

経
の
遼
金
刻
経
の
版
下
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
こ
う
し
た
蔵
経
の
系
譜

は
、
宋
元
文
化
の
北
の
流
れ
を
如
実
に
示
す
も
の

と
い
え
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
新
出
資

料
に
よ
り
、
『
契
丹
蔵
』
は
燕
京
弘
法
寺
で
校
勘

離
印
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
金
町

に
は
局
専
の
経
蔵
に
新
雛
の
『
金
蔵
』
経
書
が
蔵

置
さ
れ
、
少
な
く
と
も
元
代
ま
で
存
続
し
た
。
そ

れ
に
薄
し
て
、
『
契
丹
蔵
』
は
金
代
以
後
こ
の
世

か
ら
全
く
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
『
金
蔵
』
が

『
契
丹
蔵
』
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
は
、
ど
の
よ

う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
新
た
な
疑
問

が
わ
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
応
県
木
理
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
物
の
う
ち
、

『
契
丹
蔵
』
経
巻
と
並
ん
で
重
要
な
も
の
は
、
仏

典
の
章
疏
類
で
あ
る
。
そ
の
一
は
華
厳
関
係
の
章

疏
で
、
な
か
で
も
唐
の
澄
観
の
も
の
が
多
い
。
従

来
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
、
譜
代
に
は
華
厳
教
学
が

さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
と
く
に
澄
観
の
著
作
が
重
ん

じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
新
出
文
物

は
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
澄
観

の
著
作
の
う
ち
、
『
大
方
黒
影
華
厳
経
筆
答
演
義

紗
』
は
巻
一
上
・
下
、
巻
五
上
半
（
異
版
）
と
巻

帯
上
の
四
巻
の
刊
本
が
発
見
さ
れ
た
。
興
味
深
い

こ
と
は
、
す
で
に
『
秘
蔵
』
も
指
摘
し
て
い
る
が
、

そ
の
版
式
は
も
と
よ
り
字
形
ま
で
、
わ
が
東
大
寺

蔵
本
と
一
致
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
東
大
寺
本
は

遼
刊
本
の
忠
実
な
覆
刻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

東
大
寺
本
は
、
高
麗
の
大
覚
国
師
義
々
が
編
纂
雛

印
し
た
『
高
麗
雄
蔵
』
本
で
あ
っ
て
、
一
〇
九
四

年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
開
版
さ
れ
、
わ
が
国
に

は
一
一
二
〇
年
ご
ろ
に
舶
載
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
空
海
ら
入
唐
僧
も
『
演
義
妙
』
を

将
来
し
て
い
た
こ
と
が
目
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
早
く
に
失
な
わ
れ
た
ら
し
く
、
後
の

華
厳
学
で
用
い
ら
れ
た
の
は
東
大
寺
本
の
覆
刻
本

で
あ
っ
た
。
高
麗
や
宋
で
も
間
様
で
、
こ
の
時
代

の
『
演
義
砂
』
は
す
べ
て
高
麗
本
に
基
い
て
い
た
。

そ
の
高
麗
本
の
ル
ー
ツ
が
実
は
遼
刊
本
で
あ
っ
た

わ
け
で
、
遼
代
仏
教
が
当
時
の
東
ア
ジ
ア
で
決
し

て
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
極
め
て
重
要
な
役
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割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

な
お
宋
元
の
華
・
厳
宗
は
、
江
南
の
杭
州
が
一
つ
の

中
心
地
を
な
し
て
い
た
が
、
『
囲
高
僧
伝
』
に
よ

る
と
、
元
代
に
は
華
北
に
華
厳
宗
の
僧
が
鞭
出
し

て
い
る
。
彼
ら
が
遼
代
の
華
厳
教
学
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で

な
い
。

　
華
北
に
お
け
る
仏
数
教
学
の
系
譜
が
は
っ
き
り

と
た
ど
れ
る
の
は
、
慈
恩
（
法
相
）
宗
の
場
合
で

あ
り
、
そ
の
代
表
的
学
者
は
遼
の
詮
嬰
で
あ
る
。

彼
の
著
作
で
伝
存
す
る
も
の
は
　
部
も
な
く
、
そ

の
事
蹟
も
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
『
金
蔵
』
申
か

ら
二
部
三
巻
が
見
つ
か
り
、
注
琶
を
集
め
た
。
応

県
木
搭
か
ら
も
さ
ら
に
『
法
華
経
玄
賛
会
古
通
今

新
高
』
（
『
法
華
薪
抄
』
）
な
ど
三
部
四
巻
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
題
記
か
ら
彼
が
聖
宗
朝
に
活
躍
し
た
学

僧
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
薪
出
著
作

の
う
ち
重
要
な
の
は
『
法
華
新
抄
』
で
あ
り
、
『
秘

蔵
』
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
唐
の
窺
墓
『
法
華
経
玄
賛
』
の
詳
細
な
注

釈
書
で
、
外
典
の
引
用
も
多
く
、
『
論
語
』
な
ど

は
孔
注
ま
で
引
い
て
い
る
。
と
く
に
興
味
深
い
の

は
、
『
左
伝
』
隠
公
三
年
条
の
引
用
文
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
文
だ
け
で
～
五
七
宇
、
そ
れ
に
杜
預
注
、

音
曲
が
加
わ
る
長
文
で
あ
る
。
そ
の
引
用
文
に
現

行
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
は
じ
め
遼
代
通

行
本
の
誤
り
か
と
思
っ
た
が
、
よ
く
調
べ
て
み
る

と
、
実
は
唐
の
警
鐘
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』
（
『
鏡

水
抄
』
）
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
詮

明
は
『
渇
水
抄
』
に
多
く
を
依
拠
し
、
し
ば
し
ば

「
大
賞
云
」
と
し
て
引
用
す
る
。
ま
た
こ
れ
に
先

立
つ
智
周
の
『
法
華
経
翼
賛
乱
塾
』
も
多
く
引
か

れ
て
お
り
、
彼
が
窺
基
－
智
周
i
栖
復
と
連
な
る

唐
代
慈
異
宗
の
正
統
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
『
法
華
新
抄
』
は
高
麗
、
北
宋
さ
ら
に
敦

爆
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
彼
は
い
わ
ば
当
時
の
国
際

的
学
者
で
あ
っ
た
。
本
書
が
日
本
に
も
伝
わ
っ
て

い
た
こ
と
は
、
貞
慶
『
法
華
開
示
抄
』
に
こ
れ
が

さ
か
ん
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
「
欄
忠
寺
沙
門
詮
明

法
師
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
『
法
華
新
津
』
を
、
い
つ
、
誰
が
も

た
ら
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
成

尋
が
送
り
届
け
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
港
で

述
べ
た
よ
う
に
、
華
北
で
は
唐
末
以
来
、
慈
恩
宗

が
行
わ
れ
、
北
宋
末
金
換
に
は
学
僧
守
千
が
多
く

の
著
作
を
残
し
、
そ
の
学
統
は
元
代
に
及
ん
だ
。

さ
ら
に
、
そ
れ
が
朗
末
の
安
里
学
に
ま
で
影
響
を

与
え
た
。
つ
ま
り
華
北
仏
教
な
い
し
華
北
文
化
の

流
れ
を
も
っ
と
も
顕
著
に
示
す
も
の
が
、
慈
恩
怨

な
の
で
あ
る
。

編
集
後
記

　
ま
た
新
た
な
る
年
を
む
か
え
、
　
『
史
林
』
も
第

七
七
巻
と
い
う
齢
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
諸
兄
姉
の
ご
理
解
の
た
ま

も
の
と
存
じ
ま
す
。
目
下
、
刊
行
の
遅
れ
を
取
り

も
ど
す
べ
く
編
集
委
員
一
同
、
懸
命
の
努
力
を
重

ね
て
お
り
ま
す
が
、
投
稿
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
完
全
成
稿
に
よ
る
投
稿
、
校
正
過
程
の
迅

速
化
、
適
切
な
る
地
図
の
作
成
等
の
面
で
の
ご
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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